
三和グループ

三和エナジー株式会社
バイオ燃料の市場供給に向けた

取り組みと課題
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三和エナジーとは

小口燃料配送事業において、全国ネットワークを構築



B5 軽油配送範囲
※B30軽油・ B100は

都度お打ち合わせにて調整

岩手県・宮城県・福島県 ほか東北

九州 福岡県・熊本県ほか

関西 大阪府・京都府・兵庫県・滋賀県 ほか

中部 愛知県・静岡県ほか

関東 神奈川・東京・埼玉・千葉・栃木・茨城 ほか

岸和田バババババババ

新狭山バババババババ

バイオ燃料供給エリア



Point
1. 原料の国内調達

国内で集められた 植物性廃食油（てんぷら油等）を

原料とし、 自社プラントでバイオ燃料 を生成。

2. 混合・製品化

・ B100（ 100%バイオ）

・ B5軽油（軽油混合）

・バイオ A重油（ A重油混合）

3. 製造から配送まで一気通貫

各拠点にバイオ燃料を配備し、

広域での配送体制を構築

国産FAMEの生成



給油対象：フォークリフト、トラック、バックホウ等

油種 ：B5軽油

狭山市

廃食油

狭山市内の保育所

及び、給食セン

ターより廃食油を

回収

バイオ燃料

三和エナジーの工

場にて、回収され

た廃食油を 原料を

バイオ燃料を製造

給油

狭山市の環境セン

ターなどへバイオ

燃料を供給

国産FAMEならではの取り組み



B100バ 蒸留バババババ 、燃焼バ 妨げる残渣バ 除去

→ 純度バ 高くババババ バ 少ないバババ 燃料バ 生成

蒸留ババ B100未蒸留バ B100

不純物を取り除く

品質の管理



Ｂ３０軽油

Ｂ１００

✓ CO2排出量実質ゼロ

✓ B100専用機械あり

△ 現在国の定める規格なし

✘ 軽油との混和不可

✓ 性状は「軽油」にほぼ合致

✓燃料の切り替え作業は不要

（オフロード限定）

△ 公道での使用は要事前申請

バイオ燃料100％

バイオ燃料30％混合

バイオ燃料混合比率

Ｂ５軽油 バイオ燃料5％混合

✓ 性状が「軽油」に合致

✓ 燃料の切り替え作業は不要

✓ 軽油の保証が適用

✓ 公道使用可能

バイオＡ重油 バイオ燃料×Ａ重油

✓ 主に舶用燃料として使用

✓ 5％ or 24％混合で製造

✓ 工場ブレンドの為ムラがない



各油種の特徴

B100 B30軽油
B20軽油

※今後製造検討
B5軽油

B5重油
※船舶向け

B24重油
※船舶向け

軽油との混和可否
×

燃料の入れ替えが必要

△

オフロードのみ可能

△

オフロードのみ可能

◯

(＝軽油同等)
- -

軽油引取税
課税対象

対象外
対象

※免税対応可能

対象

※免税対応可能

対象

※免税対応可能
- -

メーカー保証
×

専用発電機のみ

×

ﾘｰｽ会社様とご相談

△

複数建機メーカー

より

〇

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ全般

△

都度確認

△

都度確認

供給エリア 都度ご相談の上 都度ご相談の上 - 関東・関西・九州など 岸和田ＢＰより出荷 岸和田ＢＰより出荷

その他

作業船等でのFAME+軽油混合燃料の需要に対応するため、免税軽油で対応可能な体制を構築

より使いやすい燃料として、B20軽油の製造を検討中



新狭山バババババババ

埼玉県狭山市新狭山1-11-2住 所

2,300㎡面 積

2024年2月9日開 所

4,300KL/月（B5換算）生産量

381.5KL備蓄量

新狭山バイオプラント



岸和田バイオプラント

岸和田バイオプラント

大阪府岸和田市地蔵浜町11-1住 所

2,771㎡面 積

2026年2月5日開 所

7,300KL/月（B5換算）生産量

1,100KL備蓄量



従来の化石燃料に比べて温室効果ガス排出量を大幅

に削減できる

内航船分野におけるバイオ燃料の活用

バイオ燃料の利用促進

特に廃食油を原料としたバイオ燃料は、資源循環型社会

の構築にも寄与し、SDGsの目標達成にも貢献可能

資源循環型の構築

既存燃料との親和性が高いバイオ燃料の活用することで、

エンジン改造が最小限で、既存インフラを活用可能な燃料

代替燃料としての利点



EU

日本

その他

世界の年間生産量内訳

EU（約1,400万㌧）

日本（約2万㌧）

その他（約3,598万㌧）

世界合計
約5,000万㌧/年
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原料構成比

世界は年間約5,000万トン規模。EUが最大生産地域（約1,400万トン）

世界の原料は植物油が中心で、廃食油（UCO）は約15%

世界と日本の状況

ポイント

現在日本の廃食油は回収量は年間約40万ｔ、そのうち飼料用途約20万ｔ、輸出が約12万ｔ ⇒ 拡大の余地



バイオ燃料の利用における課題

バイオ燃料利用時の課題

補油場所の制限

コスト競争力

原料の安定調達

・海上への出荷設備の不足
・ローリーtoシップでのハードルの高さ など

・GX-ETS等の比較 など

・海外へのUCO販売価格の高騰

三和エナジーの課題

コスト競争力①

コスト競争力②

品質の管理

・海外FAMEとのコスト比較

・陸上の小型エンジン向けにも製造するため
すべて蒸留品 ⇒ オーバースペックでは？

・安定的な出荷が無い限り、大量備蓄が難しい

官民連携で国内における自給率UP



今後の展望

供給力の強化

引用：https://www.toa-const.co.jp/company/release/2025/250114.html



軽油とバイオ燃料を混合させる機械を

全国各地に配置。

バイオ燃料を日本全土に、安定的に

お届けすることを目指します。

今後の展望
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